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「仏語。仏文学」総目次 (1-6)
第1号 (1960)
La geste que Turoldus declinet ……………………••• 三
16世紀フランス語における間接疑問節について……••• 小
F. Mauriacの危機と LeNreud de Viperes ………••• 前
ジョルジュ・サンドの Fran~ois le Champi 
の成立について………………••• 山
第2号 (1961)
Baragouin•························································ 目
Andre Gideにおけるキリストとマルクス (I) …••• 重
モリエールにおける Optatifに関する一考察………，．．大
第3号 (1965)
Andre Gideにおけるキリストとマルクス (Il) …••• 重
モーパッサンの文体に関する一考察...…………………円
第4号 (1967)
Rose et Blanche de G. Sand . ……・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・...… 山
Tartuffe解釈について…………...……• ・・・・・・・....………小
F. Mauriacの初期の作品 Larobe pretexte ……•…•• 前
第5号 (1968)
Andre Gideの象徴主義批判……………………………重
Sur l'emploi des temps du passe chez Moliere (II) ―passe compose—••• …………... ……... …大
(J'ai eu Merimee cette nuit••·> 
ー GeorgeSand et Prosper Merimee—―……山
Baudelaireの青春前期一ー不安と動揺の日々ー一……山
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第6号 (1972)
Rutebeufの「大学に関する詩」………………………… 三木 治
『嘔吐』：テーマの外側にあるもの． 
くL'espritde serieuxの拒否〉……………………川 神偲弘
ドン・ジュアンの 2つの言動に
あらわれたモリエールの思想……………………伊 川 徹
Maupassantと宿命
—研究ノ-ト- .................. 野浪嗣生
{Jean Christophe} の中の主要三人物・・……………•••• 森 孝子
執筆者紹介
小川雅也 本学文学部助教授
円尾 健 本学文学部助教授
川神僻弘 本学非常勤講師
近江康則 本学非常勤講師
野浪嗣生 本学非常勤講師
後記
関西大学仏文学会の機関誌「仏語仏文学」もおそい成長ながら、ようや
く第7号を刊行できることになった。今回は小川、円尾両助教授、川神、近
江、野浪各非常勤講師の五人の研究を載せた。なにしろ現在のような出版事
情の悪いなかでは、発表を希望する他の人々をも次回まわしにお願いしなけ
ればならないのは甚だつらいことであった。それにつけても平素各大学、各
研究室からお送りいただいている研究誌にも、当事者の方々にはひとかたな
らぬご苦労があることだろうと、ひとしお身にしみて覚える次第である。実
際、研究誌ぐらいもっと楽に希望する人々に十分の紙面を提供しうる状態に
なりたいものと切に願っている。さもなければいたづらに「知られざる傑作」
のみがふえて、やがて机の抽出しで朽ちてしまうことを大いに恐れるもので
ある。かずかずの輝かしい研究が各地から陸続と発表されて、文運隆盛を共
に喜べる日の到来を祈りつつ、この「後記」をつづる。 （三木）
I 関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し、事務所を関西大学文学部仏文学I 科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と、こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
i 3. 本会は次の事業を行なう。
i I. 機関誌「仏語仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業! ） 4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
I. 関西大学文学部仏文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科仏文学専攻学生、およびその卒業生
3. 関西大学文学部仏文学科学生、およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし、重任を妨げない。
I. 会長 1 名I , 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員I C. 庶務・会計委員
1 会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
l 7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ、その他本会のおi こなう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
・.・.・-.. -.- --・-... ・.-
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